
大切な教育活動です。令和７年度においても、児童
生徒が安心しておいしく食べられる給食の提供を進
めてまいります。
　福島町産米の使用については、令和３年度から70
％超の使用率となっておりましたが、令和５年度の
収穫量減少などの影響もあり、令和６年度以降は、
使用率が低下する見込みとなっております。引き続
き、農業協同組合とも協議を重ねながら、町産米の
使用に取り組んでまいります。
　また、今後とも地産地消に意を用い、安全・安心
で豊かな学校給食の提供に努めるとともに、望まし
い食習慣を身に付ける食育の推進を図ってまいりま
す。

⑴　青少年教育
　子どもたちがふるさとに誇りを持ち、豊かな心や
たくましく生きる力を育むためには、異世代間の交
流などを通じて、郷土の歴史や自然に多く触れる機
会を創出していくことが重要であります。
　令和６年度まで実施していた「福島学ジュニア」
は、各学校での地域学習が浸透してきたことから、
図書室の事業と合わせ、令和７年度に事業精査し、
内容について再構築してまいります。

　情操教育の一環として開催している、児童生徒向
けの芸術鑑賞事業は、渡島西部４町と連携し、津軽
三味線と和太鼓を用いた「和楽器の進化」をテーマ
として９月上旬に福島小学校で実施する予定となっ
ています。
　令和元年度から実施している「プログラミング教
室」は、プログラミングの楽しさを伝えてきました
が、学校教育でＩＣＴ支援員が授業などで実施する
ため、令和６年度で終了いたします。
　令和７年度の友好市町の中学生徒交流事業は、夏
季に長野県木曽町への派遣、また、冬季に長崎県松
浦市からの受入を行い、友好の絆を深めてまいります。
　また、令和５年度に包括協定を締結した青森県中
泊町との小学生交流事業を計画しており、初回とな
る今年度は、中泊町を会場に実施予定であります。
両町の産業や伝統文化を体験し郷土愛を育むととも
に、チャレンジ精神や共同生活による協調性を身に
着けてもらうことを目的としております。

⑵　成年教育
　町民が自己の啓発を高めるとともに多様な学習活
動を提供するなど、生涯学習活動への支援は、潤い
のある生活と活力ある地域づくりの推進にも繋がり
ます。
　町民文化祭では、小中高校から各文化団体を中心
として展示・舞台を通して幅広く芸術文化に親しむ

機会として開催しておりますが、町制施行70周年を
記念した事業を共催し、更に多くの町民に参加いた
だくよう関係者と連携を図ってまいります。
　生活講座については、町民の皆さまの要望に沿う
内容を中心に、事業の実施に取り組んでまいります。
　二十歳（はたち）を祝う会については、大人への
節目を共にお祝いし、励まし合う行事として、今年
度も、引き続き８月13日に開催してまいります。

⑶　高齢者教育
　生涯にわたって豊かで潤いのある生活を送ってい
ただくため高齢者学級を開催してまいります。
　令和７年度については、年齢問わず参加できる生
涯スポーツを組み入れるなど、学習プログラムの企
画を実行委員と相談しながら実施し、参加者相互の
交流に努めてまいります。

⑷　読書活動の推進
　図書室運営は、図書システムにより利便性の向上
に努めており、蔵書検索システムへのアクセス数は、
毎年度5,000件を超えていることから、町民の皆さ
んがシステムを有効に活用し、日ごろの貸し出しに
役立っているものと認識しており、今後も継続的に
適切な運営に努めてまいります。
　幼稚園・保育所、各学校などでの取り組みは、「第
３次福島町子ども読書活動推進計画」により、読書
感想文・感想画コンクールや移動図書、「よみきか
せの会」の読み聞かせへの支援、乳幼児へのブック
スタート事業などを実施し、読書活動を推進してま
いります。

⑴　青少年教育
　成長期に適度な運動習慣を身につけることは心身
の発達にとても大切であり、関係機関と連携を図り
ながら、青少年スポーツの活動を支援してまいります。
　道内外の小・中学生が参加する「千代の富士杯争
奪相撲大会」は、福島町相撲協会とともに実行委員
会を組織し、伝統ある大会が成功するよう取り組ん
でまいります。
　また、函館青年会議所主催の「わんぱく相撲大会」

５　生涯学習

６　スポーツ
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